
寒さなんて　　　　
へっちゃらさ !!
（２月２日　増穂小学校）

平成 30 年 3月号　No.96

今月のみどころ
・特集「第一次総合計画を
　振り返る」
・シリーズ 7大事業
　⑥側道整備

【くらしのカレンダー】
・春季火災予防運動



第一次富士川町総合計画を
振り返る

第一次富士川町総合計画を
振り返る

・各学校普通教室へのエアコン設置（H24）
・太鼓フェスティバルの開催（H25〜）
・�山車巡行祭りの開催（国民文化祭（H25）、町制施
行5周年記念事業（H26））
・学力向上フォローアップ事業（H26〜）
・ICT教育機器の導入（H27〜）
・韓国慶星大学との文化・教育交流協定の締結（H27）
・ますほ文化ホールを一般社団法人へ移行（H29）

など

・町民憲章の制定（H22）
・�町のシンボル「町の花（H22）」「町の木（H22）」
「町の鳥（H26）」「町の歌（H26）」を制定
・行財政改革プランの推進（H22〜）
・三筋活性化推進協議会の設置（H24）
・富士川CATVによる文字情報（H24〜）・
　データ放送（H28〜）の開始
・中学生模擬議会、女性模擬議会の開催（H25）
・町のPR動画の制作（H27）
・男女共同参画推進プランの策定（H28）
・婚活イベントの開催（H28〜）

など

　
町
で
は
、
平
成
23
年
度
に
、
新
町

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
具
現
化
を
図
る

た
め
、
平
成
22
年
度
を
基
準
年
と
し

て
、
平
成
29
年
度
ま
で
の
8
年
間
を

計
画
期
間
と
し
た
「
第
一
次
富
士
川

町
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
第
一
次
総
合
計
画
で
は
、「
暮
ら
し

と
自
然
が
輝
く
交
流
の
ま
ち
〜
〝
生

涯
〟
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ

し
て
〜
」
を
目
指
す
べ
き
将
来
像
と

し
て
定
め
、
そ
の
実
現
の
た
め
、
次

に
掲
げ
る
6
つ
の
基
本
目
標
に
沿
っ

た
各
種
施
策
・
事
業
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

1�

．
み
ん
な
で
考
え
、
一
緒
に
築
く

ま
ち
づ
く
り

2�

．
豊
か
な
人
材
と
文
化
を
育
む
ま

ち
づ
く
り

3�

．
健
や
か
で
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り

4�

．
安
全
・
安
心
で
生
活
の
質
が
高

い
ま
ち
づ
く
り

5�

．
力
強
い
産
業
と
魅
力
に
あ
ふ
れ

た
ま
ち
づ
く
り

6�

．
活
力
を
生
み
出
す
都
市
基
盤
が

整
っ
た
ま
ち
づ
く
り

　
今
年
度
は
、
こ
の
第
一
次
総
合
計

画
に
お
け
る
計
画
期
間
の
最
終
年
度

と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
こ

の
6
つ
の
基
本
目
標
か
ら
こ
れ
ま
で

町
が
取
り
組
ん
で
き
た
各
種
施
策
・

事
業
を
振
り
返
り
ま
す
。

特集

②豊かな人材と文化を育む
まちづくり

①みんなで考え、一緒に築く
まちづくり

第一次総合計画の体系

（　）内は事業実施年度

安心して永住できる地域づくり
地域コミュニティ強化による

「自助・共助・公助」の展開
重点施策

基本目標

将来像
暮らしと自然が輝く　交流のまち
〜“生涯”快適に暮らせるまちをめざして〜
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・青柳東部地域に大型商業施設オープン（H25）
・道の駅富士川オープン（H26）
・観光パンフレット・案内看板の多言語化（H27）
・�ふるさと名物応援宣言（落語鰍沢を活かしたツアー
の開催）（H27）
・空き店舗バンクの創設（H28）
・鳥獣被害対策実施隊の結成（H29）
・拓殖大学との連携による「みみ」レシピ（H29）

など

・水道老朽管の更新工事および耐震化事業（H22〜）
・�平林・小室・十谷地区へのヘリポート整備（H23�
〜H25）
・通学路路肩のカラー化（H24〜）
・防災行政無線戸別受信システムの整備（H26）
・「環境のまち富士川」推進プロジェクト（H27）
・食品ロス削減のための3010運動の推進（H28〜）
・消防団第3分団詰所新築（H28）
・「きれいなふるさとづくり条例」制定（H29）
・徘徊SOSネットワークの構築（H29〜）

など

・特定健康診査、各種がん検診などの充実（H22〜）
・ファミリーサポート事業（H23〜）
・保育所エアコン設置（H23）
・峡南医療センター企業団の開設（H26）
・保育所窓ガラス飛散防止工事（H26）
・鰍沢小中学校プール完成（H26）
・学校トイレ洋式化（H26〜）
・子ども医療費窓口無料化の対象年齢拡大（H27）
・学校給食費補助制度の開始（H27〜）
・子育て世代包括支援センターの開設（H29）
・出産祝金の支給（H29〜）

など

・山王地区土地区画整理事業（H22〜）
・�平林・穂積地区（H23）、中部・五開地区（H29）
への光ケーブル敷設
・公営住宅長寿命化計画の策定（H23）
・都市計画マスタープランの策定（H25）
・移住・定住支援の促進（空き家バンク、
　定住奨励金、空き家改修費補助など）（H25〜）
・鰍沢地区でのデマンドバスの運行開始（H26）
・県下初のラウンドアバウト交差点完成（H27）
・中部横断自動車道（増穂 IC〜六郷 IC）開通（H28）

など

　
町
で
は
、
現
在
、
平
成
30
年
度
か

ら
の
8
年
間
を
計
画
期
間
と
し
た

「
第
二
次
富
士
川
町
総
合
計
画
」の
策

定
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
第
二
次
総
合
計
画
は
、
今
後
8
年

間
の
町
の
将
来
を
左
右
す
る
大
切
な

計
画
で
す
。
昨
年
に
は
、
こ
の
計
画

に
多
く
の
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
各
地
域
に
お
い
て
寄
り
合

い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
地

域
の
課
題
や
そ
の
解
決
策
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、「
第
二
次
富
士
川
町
総
合

計
画
（
案
）」
に
対
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
、
6
月
の
町
議

会
の
議
決
を
経
て
、
策
定
し
て
い
く

予
定
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
政
策
秘
書
課　
企
画
推
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
6

⑤力強い産業と魅力にあふれた
まちづくり

④安全・安心で生活の質が高い
まちづくり

③健やかで笑顔があふれる
まちづくり

⑥活力を生み出す都市基盤が整った
まちづくり

今
後
の
8
年
間
に
向
け
て
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FUJIKAW
A - PROJECT

ふ
じ
か
わ
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
町
で
は
、
現
在
直
面
し
て
い
る
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、「
7
つ
の
大
規

模
事
業
」を
計
画
し
て
い
ま
す
。「
広

報
ふ
じ
か
わ
」平
成
29
年
2
月
号
で
、

そ
の
事
業
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
、
よ
り

具
体
的
な
内
容
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
7
つ
の
大
規
模
事

業
を
1
つ
ず
つ
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。

　
第
6
回
と
な
る
今
回
は
、
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
事
業
に
伴
う
「
側
道
整

備
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

背
　
　
景

　
平
成
23
年
、
J
R
東
海
か
ら
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
の
県
内
ル
ー
ト
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
町
内
を
通
る
ル
ー
ト

は
、
約
13
k
m
で
、
そ
の
う
ち
の
約

2
・
6
k
m
を
ト
ン
ネ
ル
区
間
で
は

な
い
明
か
り
区
間
と
し
て
、
高
架
に

よ
り
通
過
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年

2
月
、
富
士
川
町
、
中
央
市
、
南
ア

ル
プ
ス
市
の
1
町
2
市
で
構
成
す
る

「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
甲
府
駅
西
部

沿
線
地
域
活
性
化
対
策
協
議
会
」
を

設
立
し
ま
し
た
。こ
の
協
議
会
で
は
、

リ
ニ
ア
中
間
駅
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス

網
の
充
実
や
沿
線
地
域
の
環
境
整
備

の
促
進
を
図
る
た
め
、
広
域
的
に
地

域
間
を
結
ぶ
生
活
用
道
路
と
し
て
利

用
で
き
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
く
ア
ク
セ
ス
道
路
（
側
道
）
の

活
用
に
つ
い
て
、
協
議
を
進
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
う
し
た
経
過
の
中
、
町
で
は
、

沿
線
家
屋
の
直
近
を
高
架
橋
が
通
過

す
る
こ
と
に
よ
る
閉
塞
感
や
圧
迫
感

を
少
し
で
も
緩
和
さ
せ
る
た
め
、
緩

衝
帯
を
広
く
設
け
る
こ
と
を
前
提

に
、
最
勝
寺
地
区
の
戸
川
沿
い
の
町

道
か
ら
小
林
地
区
の
キ
ャ
ノ
ン
フ
ァ

イ
ン
テ
ッ
ク
ニ
ス
カ
前
の
町
道
ま
で

の
間
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
ル
ー
ト

に
側
道
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。目

　
　
的

①�

リ
ニ
ア
建
設
用
地
に
接
す
る
土
地

の
土
地
利
用
の
向
上
と
町
全
体
の

道
路
網
と
し
て
整
備
す
る
た
め
。

②�

家
の
直
近
を
高
架
橋
が
通
過
す
る

こ
と
を
緩
和
さ
せ
る
た
め
に
緩
衝

帯
を
広
く
設
け
る
た
め
。

③�

J
R
東
海
の
管
理
地（
幅
21・6
m
）

と
民
地
と
の
間
に
フ
ェ
ン
ス
が
建

て
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
、
閉
塞
感

や
圧
迫
感
を
除
く
た
め
。

整
備
内
容

　
側
道
は
、
延
長
約
2・0
k
m
で
、

リ
ニ
ア
用
地
幅
21
・
6
m
の
両
側
の

緩
衝
帯
を
利
用
し
、
基
本
的
に
車
道

幅
員
4
・
0
m
、
歩
道
幅
員
2
・

0
m
、防
護
柵
設
置
幅
0・5
m
、全

体
で
6・5
m
の
道
路
と
な
り
ま
す
。

▲側道のイメージ（笛吹市）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
土
木
整
備
課　
一
般
土
木
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
3

児童センター

町民図書館

役場庁舎 給食センター

町民体育館

Series
シリーズ

7大事業⑥

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
事
業
に
伴
う

側
道
整
備

町民交流広場

側道整備

概算事業費の内訳
（単位：千円）

概算事業費

財源内訳

国県支出金
（国・県から交付さ
れる補助金など）

地方債
（借入金） 一般財源

1,300,000 650,000 650,000 0
※現時点の想定であり、実際の支出とは異なります。

側道標準断面図

キャノンファインテックニスカ

町道𣇃米小林 2号線

リニア中央新幹線軌道

町道戸川添 1号線

役場

測道整備区間
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児童センターは、どうなるの？
　現在の児童センターは、平成31年4月中旬まで利
用できます。なお、平成31年3月までに増穂小学校
南側に新たな児童センターの完成を予定しています。

シリーズ

　移転が決まっている公共施設の町民体育館、児童センター、そして利根川公園スポーツ広場の一部の敷地は、平
成31年の秋頃までに、リニアの起業地として、JR東海へその土地を引き渡すことになっています。
　そこで…

《代替地登録用地の縦覧についてのお知らせ》
　リニア事業に関しましては、JR東海の用地取得がいよいよ本格的に始まることから、土地の譲渡に関係する皆さ
んに対しまして、本町への定住や農地での継続的な耕作をお願いしたく、代替土地の情報提供として、次のとおり
「代替地登録制度の用地の縦覧」を行います。
○期　　間　3月1日（木）から随時（土日祝日は除く）
○時　　間　午前8時30分〜午後5時15分
○場　　所　財務課　リニア対策室（役場本庁舎2階）
○登録用地　宅地15筆・田88筆・畑84筆・雑種地7筆　合計194筆（2月1日現在）

●お問い合わせ　財務課　リニア対策室　☎22－7201
【次回は、「県とJR東海に対する要望の主な内容について」を掲載します。】

甲州富士川まつりは、どうなるの？
　今年（平成30年）は、今までどおり行います。
グラウンドが使えなくなる来年以降においては、新
たな会場や内容について、実行委員会において協議
していくこととしています。
　なお、同時に開催している、
JAまつりやワールドグルメも、
それぞれの団体において協議
していくこととなります。

消防団の出初式は、どうなるの？
　平成31年の出初式は、町民体育館などの解体が
予定されていることから、今までのように利根川公
園スポーツ広場で行うことはできません。しかし、
出初式を中止したり、廃止するわけではなく、年内
中に消防団幹部会において、新たな開催場所の選定
を協議していくこととしています。

町民体育館は、どうなるの？
　今年（平成30年）の12
月まで利用できます。平成
31年1月以降新たな体育
館ができるまでの間は、町
内にある小中学校の体育館
を含めた9つの体育館の利
用をお願いします。

町体育祭りは、どうなるの？
　今年（平成30年）まで現在の場所で開催します。
平成31年度以降は、競技種目を検討する中で、開
催場所も検討していきます。

保育所の運動会は、どうなるの？
　今年（平成30年）の運動会は、今までどおり行
います。平成31年度の運動会は、保護者の皆さん
の意見も聞きながら、内容や開催場所について検討
していきます。

《その５》

　今月号では、リニア中央新幹線事業に関連し、現段階に
おいて気になることについて、「Q＆ A」によりお知らせし
ます。

（5）平成 30. 3 月号　No.96



瑞
宝
双
光
章

◆
更
生
保
護
功
労

　
平
成
6
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

保
護
司
と
し
て
、
刑
務
所
出
所
者
ら

の
社
会
復
帰
に
向
け
て
尽
力
さ
れ
、

更
生
保
護
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

し
ま
し
た
。

◆
警
察
功
労

星
野　
　
定 

氏
（
最
勝
寺
）

　
昭
和
40
年
に
県
警
に
奉
職
し
、
機

動
隊
時
代
に
は
、
北
富
士
闘
争
や
成

田
闘
争
の
警
備
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事

件
な
ど
に
携
わ
り
、
治
安
維
持
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

◆
警
察
功
労

　
昭
和
40
年
に
県
警
に
奉
職
し
、
地

域
、
交
通
部
門
を
中
心
に
歩
み
、
治

安
維
持
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
か
い

じ
国
体
で
は
、
他
の
県
警
機
動
隊
員

と
協
力
し
、
天
皇
陛
下
の
行
幸
の
警

護
に
当
た
り
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

◆
警
察
功
労

　
昭
和
40
年
に
県
警
に
奉
職
し
、
地

域
、
交
通
部
門
な
ど
を
歩
み
、
増
富

駐
在
所
勤
務
時
に
、
天
皇
、
皇
后
両

陛
下
が
来
県
さ
れ
た
全
国
植
樹
祭
の

記
念
式
典
で
警
護
に
携
わ
り
ま
し
た
。

黄

綬

褒

章

◆
業
務
精
励
（
農
業
）

　
昭
和
51
年
に
養
蚕
を
始
め
、
近
年

は
年
間
約
3
ト
ン
の
繭
を
出
荷
し
て

い
ま
す
。
外
国
人
研
修
生
の
技
術
指

導
や
桑
の
木
の
改
植
事
業
な
ど
に
尽

力
さ
れ
、
県
内
の
養
蚕
業
の
振
興
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

県

政

功

績

◆
地
方
自
治
功
労

　
昭
和
36
年
に
県
警
に
奉
職
し
、
南

部
・
大
月
・
富
士
吉
田
署
長
な
ど
を

経
て
、
生
活
安
全
、
交
通
、
刑
事
の

各
部
門
を
歴
任
し
、
多
く
の
事
件
解

決
に
寄
与
す
る
な
ど
、
県
民
の
安
全

確
保
と
治
安
維
持
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

◆
教
育
文
化
功
労

　
田
富
北
小
・
増
穂
西
小
校
長
を
歴

任
し
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推

進
し
ま
し
た
。
退
職
後
は
、
県
小
中

学
校
現
職
退
職
女
性
管
理
職
の
会
会

長
と
し
て
、
女
性
教
員
の
地
位
向
上

な
ど
に
力
を
注
ぎ
、
教
育
振
興
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
政
策
秘
書
課　
秘
書
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
6

平
成
29
年
度

叙
勲
・
県
政
功
績
受
章（
賞
）者
紹
介

　
2
月
13
日
（
火
）、
平
成
29
年
度
の
受
章
（
賞
）
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
分
野
に
お
い
て
受
章
（
賞
）
さ
れ
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

望月　邦彦 氏
（中部）

平井　澄夫 氏
（天神中條）

芦澤　定弘 氏
（最勝寺）

樋口　髙子 氏
（最勝寺）

甘利　昇助 氏
（大椚）

依田　　茂 氏
（青柳町）
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軽自動車税のグリーン化特例が延長になりました軽自動車税のグリーン化特例が延長になりました
　平成29年度税制改正で、排出ガス性能および燃費性能の優れた環境負荷の小さい軽自動車の税率を軽減するグ
リーン化特例について、特例の対象を見直したうえで、2年間延長されることになりました。
　次の基準を満たす車両を取得した日の属する年度の翌年度分の軽自動車税に限り、軽減を適用します。
　特例を受けた軽自動車の税率は、翌年度からは標準税率で課税となります。

新車を新規登録（初度検査年月）した期間 軽減適用年度
平成 29年 4月 1日〜平成 30年 3月 31日 平成 30年度
平成 30年 4月 1日〜平成 31年 3月 31日 平成 31年度

〈軽減割合および対象車〉
軽減税率 軽乗用車 軽貨物車

25％軽減（ア） 平成 32年度
燃費基準

＋ 10％達成 平成 27年度
燃費基準

＋ 15％達成
50％軽減（イ） ＋ 30％達成 ＋ 35％達成

75％軽減（ウ） 電気自動車・天然ガス自動車
（平成 21年排出ガス 10％低減または平成 30年排ガス規制適合）

（ア）（イ）のガソリン・ハイブリット車については、上記の条件に加えて、平成 17年排出ガス基準 75％低減達成ま
たは平成 30年排ガス規制 50％低減達成車に限ります。

【車検証見本】

〈軽減を適用した場合の税率〉

対　　　象 標準税率
グリーン化特例適用後

25％軽減（ア） 50％軽減（イ） 75％軽減（ウ）
三輪車 3,900 円 3,000 円 2,000 円 1,000 円

軽自動車
四輪車

乗　用
自家用 10,800 円 8,100 円 5,400 円 2,700 円
営業用 6,900 円 5,200 円 3,500 円 1,800 円

貨物用
自家用 5,000 円 3,800 円 2,500 円 1,300 円
営業用 3,800 円 2,900 円 1,900 円 1,000 円

※標準税率は、新車新規登録を平成 27年 4月 1日以降にした車両に適用されます。
※軽減後の税率は、軽減税率を適用して算出した金額の 100 円未満の端数を切り上げます。

〜�軽自動車税は、毎年4月1日現在の車両（原動機付自転車などを含む）
の所有者に課税されます〜

　軽自動車税は、月賦課税がありません。4月 2日以降に廃車や譲渡をしても、4月 1日現在の所有者にそ
の年度分の税金を全額納めていただきます。また、すでに廃車などしていても、必要な手続きをせずにいる
と 1年分の税金を納めることになりますのでご注意ください。

●お問い合わせ　税務課　住民税担当　☎22−7205

「初度検査年月」は、こち
らをご確認ください。

「各燃費基準の達成状況」
については、備考欄に記
載されています。
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固
定
資
産
税
は
、
1
月
1
日
現
在
の
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
（
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
固
定
資
産
」

と
い
い
ま
す
）
の
所
有
者
に
、
そ
の
固
定
資
産
の
価
格
（
評
価
額
）
を
も
と
に
算
定
し
た
税
額
を
町
に
納

め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

　
平
成
30
年
度
は
、
3
年
に
一
度
、
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
の
見
直
し
を
行
う
「
評
価
替
え
」
の
年
度
と

な
り
ま
す
。
町
で
は
、
こ
の
評
価
替
え
に
併
せ
て
、
次
の
と
お
り
評
価
方
法
を
変
更
し
ま
す
。

宅
地
の
評
価
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
税
に
お
け
る
宅
地
の
評
価
は
、「
市
街
地
宅
地
評
価
法
（
路
線
価
方
式
）」
と
「
そ
の
他
の
宅

地
評
価
法
（
標
準
地
比
準
方
式
）」
の
2
つ
の
評
価
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
新
た
に
最
勝
寺
、
天
神
中
條
、
大
久
保
、
𣇃
米
の
一
部
の
地
区
に
お
い
て
、
市
街
地

宅
地
評
価
法
（
路
線
価
方
式
）
を
導
入
し
ま
す
。

雑
種
地
な
ど
の
評
価
に
つ
い
て

　
近
隣
市
町
と
の
雑
種
地
評
価
の
均
衡
と
税
負
担
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、
雑
種
地
な
ど

の
宅
地
比
準
割
合
（
宅
地
の
何
割
に
該
当
す
る
か
）
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

　
今
回
、
評
価
方
法
を
変
更
す
る
こ
と
で
、
昨
年
ま
で
の
評
価
額
と
は
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
税
額
が
増
減
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
税
額
が
大
幅
に
増
加
す
る
場
合
は
、
負
担
調
整
措
置
（
固
定
資
産
税
が
急
激
に

上
昇
し
て
税
負
担
が
重
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
緩
や
か
な
上
昇
へ
調
整
す
る
措
置
）

が
と
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
課
税
か
ら

固
定
資
産
税
の
土
地
評
価
方
法
を
変
更
し
ま
す

種　
　

類

評　

価　

方　

法

平
成
30
年
度
か
ら
の
対
象
地
区

市
街
地
宅
地
評
価
法

（
路
線
価
方
式
）

道
路
（
路
線
）
1
本
1
本
に

路
線
価
を
付
設
し
、
こ
れ
に

基
づ
い
て
各
土
地
の
利
用
状

況
な
ど
を
考
慮
し
、
画
地
計

算
法
に
よ
り
価
格
を
求
め
る

評
価
法

一
部
：
最
勝
寺
、
大
久
保
、
𣇃
米

全
域
：
天
神
中
條
、
長
澤
、
小
林
、

　
　
　

大
椚
、
青
柳
町
、
鰍
沢
北

そ
の
他
の
宅
地
評
価
法

（
標
準
地
比
準
方
式
）

概
ね
、
利
用
状
況
が
類
似
し

て
い
る
地
区
（
状
況
類
似
地

区
）ご
と
に
標
準
地
を
定
め
、

1
㎡
当
た
り
の
価
格
を
付
設

し
、
そ
の
価
格
に
各
筆
の
面

積
を
乗
じ
て
価
格
を
求
め
る

評
価
法

一
部
：
市
街
地
宅
地
評
価
法
以
外
の

　
　
　

最
勝
寺
、
大
久
保
、
𣇃
米

全
域
：
平
林
、
穂
積
、
鰍
沢
中
、

　
　
　

鰍
沢
南
、
中
部
、
五
開

雑
種
地
な
ど
の
状
態

新
宅
地
比
準
割
合

（
平
成
30
年
度
以
降
）

旧
宅
地
比
準
割
合

（
平
成
29
年
度
以
前
）

駐
車
場
、
資
材
置
場
な
ど
の
用
に

供
し
、
舗
装
な
ど
の
一
定
の
整
備

が
な
さ
れ
て
い
る
土
地

50
パ
ー
セ
ン
ト

40
パ
ー
セ
ン
ト

駐
車
場
、
資
材
置
場
な
ど
の
用
に

供
し
、
舗
装
な
ど
の
一
定
の
整
備

が
な
さ
れ
て
い
な
い
土
地

40
パ
ー
セ
ン
ト

30
パ
ー
セ
ン
ト

右
記
に
該
当
し
な
い
土
地
（
農
地

で
は
な
く
荒
れ
果
て
た
空
き
地
）

お
よ
び
介
在
農
地

30
パ
ー
セ
ン
ト

20
パ
ー
セ
ン
ト
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町
で
は
、
県
お
よ
び
県
内
市
町
と

合
同
で
、
1
月
28
日
（
日
）、
笛
吹
市

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
動

産
公
売
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し

押
さ
え
た
動
産
1
6
0
点
が
出
品
さ

れ
、
84
点
が
落
札
さ
れ
ま
し
た
。

　
売
却
さ
れ
た
代
金
は
、
滞
納
者
の

納
付
す
べ
き
税
額
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
徴
収
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
5

平成30年度課税から新たに「市街地宅地評価法（路線価方式）になる地域
（最勝寺、天神中條、大久保、𣇃米の一部）

●お問い合わせ　税務課　資産税担当　☎22－7205

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

差
押
え
動
産
の

公
売
会
を
開
催
し
ま
し
た▲当日の様子▶

旧利根川

新利根川

戸川

町営大久保団地

県道平林青柳線

利根川河川公園

上水道事務所
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4
月
以
降
の
開
催
日

毎
月
第
1
火
曜
日　
午
後
1
時
30
分

〜
3
時

※
1
月
の
み
第
2
火
曜
日

場
所

保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
2
階

※
4
月
の
開
催
日
は
3
日
（
火
）
で

す
。
5
月
以
降
の
日
程
は
、
毎
月
く

ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
ま
す
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
―
4
6
1
5

　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
22
―
8
9
1
1

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
認
知
症
カ
フ
ェ

「
ゆ
ず
カ
フ
ェ
」
の
運
営
を
お
手
伝
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

メリットいっぱい
マイナンバーカード !!

今、あなたがお持ちの「通知カード」だけではできないことがあります。

マイナンバーカードを取得すると…

運転免許証などと同様に公的な
身分証明書として使えます。

マイナンバー専用ポータルサイ
ト「マイナポータル」からログ
インし、申請します。（マイナ
ポータルで検索してください）

住民票の写しや印鑑登録証明書
が全国のコンビニで土日祝日で
も取得できます。また、役場で
取得するより、100円安く取得
できます。

発行手数料は無料です！
申請は、町民生活課戸籍担当窓口のほか、
スマホ・パソコン・郵送・証明写真機から
もできます。

詳しくはコチラ

●お問い合わせ
　・マイナンバーカードの申請に関すること
　　町民生活課　戸籍担当　☎22－7208
　・マイナンバーカードの制度に関すること
　　マイナンバー総合フリーダイヤル
　　☎0120－95－0178

認
知
症
カ
フ
ェ

ゆ
ず
カ
フ
ェ
っ
て
ど
ん
な
場
所
？

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地

域
の
皆
さ
ん
、
介
護
医
療
の
専
門

職
な
ど
誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
場

所
で
す
。
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

み
な
が
ら
自
由
に
お
話
し
、
認
知

症
や
介
護
に
つ
い
て
学
び
、
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　
「
楽
器
の
演
奏
が
で
き
ま
す
」

「
参
加
者
の
送
り
迎
え
を
し
ま
す
」

「
お
茶
菓
子
の
準
備
や
配
膳
を
手

伝
え
ま
す
」
な
ど
、
あ
な
た
の

ち
ょ
っ
と
し
た
特
技
や
で
き
る
こ

と
を
参
加
者
と
交
流
し
な
が
ら
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ

け
る
方
に
は
、
事
前
に
研
修
会
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

身分証明書が必要なと

き、これ1枚でOK!!

家から児童手当や

保育所入所の手続きが

できる !!

住民票が全国の

コンビニで取れる !!

しかも安い !!

マイナンバーカード　交付申請

「
ゆ
ず
カ
フ
ェ
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！
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国民健康保険に加入の皆さん

保険証が新しくなります
　現在、国民健康保険に加入されている皆さんのお手元の保険証の有効期限
は3月31日となっています。新しい保険証を3月下旬に世帯主様宛に簡易
書留※にてお送りしますので、記載内容などご確認ください。4月になりま
したら、古い保険証はハサミなどで細かくして処分をお願いします。
※�配達時にご不在の場合、ポストなどに不在票が入り、郵便局でのお預かりと
なる場合があります。

保険証を返すことになったとき…

大学などへの進学が決まったら…

保険証を受け取ったら…
　会社を退職した、家族の扶養から外れることになっ
たなど、加入していた保険をやめ、会社などへ保険証
を返すことになった場合は、必ず町の国民健康保険へ
加入してください。
　【持ち物】
　①職場の健康保険を脱退したことを証明するもの
　　（資格喪失証明書や離職票など）
　②印鑑
　 加入の届出が遅れると
　�　保険税は、届出をした日ではなく、国保の資格を
得た日に遡って納めていただきます。
　�　また、届出の前にかかった医療費はいったん全額
自己負担となります。

　富士川町の国保加入者に扶養されている方で、進学を理由に住所を他市町村に移した場合は、届出により、
特例として引き続き富士川町の保険証をお使いいただくことができます。
　【持ち物】※転出届を提出の際に届け出てください。
　①在学証明証
　②現在お持ちの国民健康保険証

　国民健康保険に加入中の方が、就職などにより職場
の健康保険に加入した場合は、必ず国民健康保険を脱
退する届出が必要です。自動的に切り替わることはあ
りませんので、ご注意ください。
　【持ち物】
　①職場の健康保険証
　　（保険証が切り替わった方全員分）
　②現在お持ちの国民健康保険証
　③印鑑
　 脱退の届出が遅れると
　�　町の国保の資格がなくなったあとに、保険証を使
うと、町が負担した医療費を返していただくことに
なります。必ず脱退のお手続きをし、保険証を返還
してください。

保険税は
納期限内に納めましょう
　保険税は医療費に充てる貴重な財源と
なります。必ず納期限内に納めましょう。
　また、納付には便利で確実な口座振替
がおすすめです。

●お手続き・お問い合わせ　町民生活課　保険年金担当　☎22−7209

医療費はたいせつに
医療機関での適正な受診を心がけましょう。
◆「休日・夜間の受診」は控えましょう
◆「かかりつけ医」「かかりつけ薬局」を
　持ちましょう
◆「重複受診」はやめましょう
◆「薬のもらいすぎ」はやめましょう
◆「ジェネリック医薬品」を活用しましょう

肌色に変わります

4/1 からの
保険証には

氏名にフリガナが
入ります！

会社などへ 職場から
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5月20日（日）
午前11時00分〜午後2時00分
※受付開始　午前10時00分〜
※総会（30分程度）に引き続き、懇親会となります。

町民体育館 5,000円
※当日受付でお支払いください。

氏名、生年月、住所、連絡先を首都圏富士川会ふるさと開催実行委員会（政
策秘書課内）まで、電話またはFAXでお申し込みください。

3月30日（金）

　
首
都
圏
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
で
組
織
す
る
首
都
圏
富
士
川
会
の
総
会・懇
親
会
が
5
月
20
日
（
日
）、
町
民
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
例
年
、
都
内
で
開
催
さ
れ
て
い
る
総
会
・
懇
親
会
で
す
が
、
今
回
は
、
ふ
る
さ
と
大
会
と
し

て
故
郷
富
士
川
町
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
首
都
圏
か
ら
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
る
予
定
で
す
。
会
の
会
員
に
限
ら
ず
、
町
内
外
の
ど
な
た
で
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
会
場
で
懐
か
し
い
旧
友
に
会
い
、
思
い
出
話
の
花
を
咲
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
首
都
圏
富
士
川
会
ふ
る
さ
と
開
催
実
行
委
員
会

　
（
政
策
秘
書
課
内
）

　
☎
22
―
7
2
1
6　
F
A
X
22
―
3
1
7
7

日 時

場 所

お申し込み

申込締切

首
都
圏
富
士
川
会
っ
て
ど
ん
な
団
体
？

　
首
都
圏
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
町
出
身
の
方
や
町
に

ゆ
か
り
の
あ
る
方
で
集
う
、
県
人
会
で
す
。

　
会
で
は
、
富
士
川
ま
つ
り
で
の
ふ
る
さ
と
訪
問
や

会
報
の
発
行
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
例
年
都
内

に
お
い
て
、
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
、
会
員
相
互

の
親
睦
や
情
報
交
換
を
図
っ
て
い
ま
す
。

当日スケジュール
午前 11時 00分　総会
〃 11時 30分　懇親会開始

（乾杯、余興、抽選会、合唱など）
午後   2 時 00 分　懇親会終了
※以下は、首都圏富士川会の会員対象です。
午後   2 時 30 分　町内めぐり
〃   4 時 20 分　道の駅富士川
〃   5 時 00 分　都内へ出発

参加者
募集！首都圏富士川会（総会・懇親会）

ふるさと大会 in富士川町 開催決定！
首都圏富士川会（総会・懇親会）
ふるさと大会 in富士川町 開催決定！

会 費
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　首都圏富士川会の会長で、首都圏富士川会ふるさと開催実行委
員会の会長を務める志村さんにお話を伺いました。

■富士川町にはいつ頃までお住まいでしたか？
　昭和16年に最勝寺で生まれ、都内の大学へ入学する昭和35年
までの18年間住んでいました。両親は、最勝寺に住んでいまし
たので、しばしば実家には帰ってきていました。

■富士川町の良いところは？
�　人ですね。いろいろなことに協力してくれる人がたくさんいま
す。まさに「人は石垣、人は城」です。

■首都圏富士川会の設立の目的は？
　目的は、会員相互の親睦とふるさと富士川町への貢献です。合
併前の増穂町には「首都圏増穂会」、鰍沢町には「京浜鰍沢会」が
あり、それぞれ活動していました。平成22年に両町が合併した
ことにより「首都圏富士川会」と改称し、現在活動しています。

■どのような活動をされていますか？
　総会の開催と秋に町で開催する甲州富士川まつりへのふるさと
訪問が毎年の主な活動です。そのほか、山梨県人会連合会に加盟
していますので、県人会の総会、知事と語る会など、県人会の行
事にも参加しています。また、県人会連合会の会長代行や副会長
といった役員も、首都圏富士川会の会員が務め、活躍しています。

■今回、総会・懇親会を初めて富士川町で開催する目的は？
　現在、首都圏富士川会では、若い世代の会員が減少していることが課題となっています。富士川町
から首都圏へ出ている若い方たちに、先輩たちが首都圏で活躍していることを知っていただきたいと
思っています。そのためには、まずは町の方々に首都圏富士川会の活動を知っていただきたいと考え、
ふるさとでの開催を決めました。

■どのような総会・懇親会にしたいですか？
　地元の食材や特産品を使った料理のほか、まほらの郷鷹座巣小林八幡太鼓、鰍沢ばやし、消防団の
梯子乗りといったふるさとが誇る伝統芸能の披露や抽選会など、盛りだくさんの内容で開催します。
参加していただく方皆さんに楽しんでいただきたいですね。

■町の皆さんにひとこと
　例年、都内で開催する総会・懇親会には富士川町から大勢の方に出席していただいています。今回
は、ふるさと大会として、町の方々との親睦を大いに深めたいと思います。ぜひ多くの皆さんに参加
していただきたいですね。

〜ふるさと大会として
町の方々と親睦を深めたい〜

首都圏富士川会会長
首都圏富士川会ふるさと開催実行委員会会長

志村　昌也さん（最勝寺出身）
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1
月
23
日
に
、
富
士
川
町
特
別
職
報
酬

等
審
議
会
（
入
倉
治
彦
会
長
）
か
ら
町
長

に
対
し
て
、
特
別
職
等
の
給
料
及
び
議
員

報
酬
改
定
等
に
関
す
る
答
申
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

◆
経
緯

　
・�

平
成
27
年
12
月
、
山
梨
県
町
村
会
お
よ

び
町
村
議
長
会
か
ら
「
町
村
長
の
給
料

月
額
及
び
議
員
の
報
酬
を
全
国
類
似
団

体
の
水
準
へ
引
き
上
げ
る
よ
う
検
討
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。」と
の
申
し
合
わ

せ
が
行
わ
れ
、
県
内
の
町
村
へ
通
知
さ

れ
ま
し
た
。

　
・�

町
で
は
、こ
の
通
知
を
受
け
、「
特
別
職

の
給
料
月
額
及
び
議
員
の
報
酬
」
に
関

し
て
類
似
団
体
の
水
準
へ
の
引
上
げ
に

向
け
て
調
査
を
行
い
、
現
在
の
人
口
規

模
か
ら
1
ラ
ン
ク
下
げ
た
、
人
口
規
模

1
万
か
ら
1
万
5
千
人
の
類
似
団
体
の

水
準
へ
改
定
す
る
方
針
を
出
し
、
特
別

職
報
酬
等
審
議
会
へ
諮
問
し
ま
し
た
。

◆
審
議

　
特
別
報
酬
等
審
議
会
は
、
町
内
の
公
共
的

団
体
な
ど
の
代
表
者
そ
の
他
住
民
の
代
表
5

名
で
構
成
し
、
議
員
報
酬
、
町
長
等
特
別
職

給
料
の
額
の
改
定
を
議
会
に
提
出
す
る
と
き

は
、
審
議
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
審
議
は
、
12
月
18
日
、
1
月
22
日
の
2
回

開
催
さ
れ
、
公
正
の
立
場
か
ら
慎
重
に
審
議

を
進
め
、
全
国
類
似
団
体
平
均
を
是
と
し
な

が
ら
、
付
帯
意
見
を
添
え
て
答
申
を
ま
と
め

ま
し
た
。

●
町
の
方
針

　
町
長
等
特
別
職
給
料
の
改
定
は
、
町
長
選

挙
が
あ
る
た
め
、
3
月
議
会
に
は
提
案
し
な

い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
財
務
課　
人
事
給
与
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
1

［1月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

町内小中学校 ICT機器リース 富 士 川 町 （月額）318,800 NTTファイナンス㈱東京営業部
中部地区簡易水道鹿島地区老朽管布設替実施設計業務委託 鹿 島 3,650,000 オリジナル設計㈱山梨事務所
鰍沢分庁舎解体工事設計業務委託 鰍 沢 1,460,000 ㈱ 馬 場 設 計
畔沢橋耐震補強設計業務委託 最 勝 寺 7,700,000 東洋コンサルタント㈱
リニア側道測量設計業務委託 小 林 14,000,000 ㈱ケイコンサルタント
町内河川・井戸水質調査業務委託 富 士 川 町 720,000 ㈱ メ イ キ ョ ー
町営大久保団地公共下水道接続工事 大 久 保 4,100,000 ㈲ 入 倉 鉄 工 所
富士川町スポーツミュージアム室内改修工事 鰍 沢 1,080,000 ㈲ 深 沢 建 設
町道大椚大久保線道路改良工事 長 澤 10,500,000 ㈱ 天 満 組
町道富士川公園線舗装工事 青 柳 町 9,150,000 日 東 建 設 ㈱
原因者負担舗装復旧工事（県道韮崎南アルプス富士川線） 青 柳 町 1,850,000 ㈱ 輪 田 道 路
町道平林伊奈ヶ湖線舗装工事（その 2） 平 林 9,100,000 ㈱ 輪 田 道 路
農道中田日倉線石積復旧工事 髙 下 1,800,000 井 上 建 設 ㈱
小室地内法面復旧工事 小 室 2,350,000 井 上 建 設 ㈱
町営西之入団地住宅解体工事 最 勝 寺 1,440,000 ㈲峡南環境サービス
町営梅林団地住宅解体工事 鰍 沢 1,980,000 エ コ ワ ー ク ス ㈱
旧増穂西小学校校舎内廃棄物等収集運搬及び処分業務委託 平 林 540,000 ㈲峡南環境サービス
𣇃米地内農地災害復旧工事 𣇃 米 1,100,000 ㈲ 井 上 興 業
𣇃米地内取水工石積復旧工事 𣇃 米 1,930,000 ㈲ 井 上 興 業
町道天神中條 20 号線道路改修工事 天 神 中 條 515,000 神 田 建 設 ㈱
富士川町新庁舎執務環境整備基本計画策定業務委託（プロポーザル） 富 士 川 町 4,906,000 ㈱ 正 直 堂

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

（単位：円）

役職 現行 答申 類似団体全国平均
町　長 685,000 752,000 752,000
副町長 568,000 580,000 580,500
議　長 230,000 295,000 295,400
副議長 180,000 240,000 240,100
議　員 158,000 220,000 219,800
答申における付帯意見（抜粋）
・�業務の効率化、事務事業の見直し、議員定数の削減な
ど、財源確保の取組みを行うこと。

・今後の財政状況により、適時、見直しを行うこと。
・住民の理解を得られるよう、十分な説明を行うこと。
※類似団体とは…
　�人口規模、産業構造（産業別就業人口の構成比）から類
似する市区町村をグループ分けしたもの

特
別
職
等
の
給
料
及
び
議
員
報
酬
　
＝
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
答
申
＝
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エレベーターをご利用ください！エレベーターをご利用ください！

　4月から、施設利用者の利便性向上の観点から、町民会
館の予約受付期間を次のとおり変更します。

☆3月までの予約受付期間
　3月1日（木）に3か月先（6月）までの予約をすることができます。

　4月・7月・10月・1月の第 1火曜日から、
それぞれ 5か月先までの予約をすることができます。
　※第1火曜日が年始（1/1〜4）にあたる場合は、以降の土・日・月曜日を除く日。
　（例）	   4月　第1火曜日〜　→　  9月までの予約が可能
	   7月　第1火曜日〜　→　12月までの予約が可能
	 10月　第1火曜日〜　→　  3月までの予約が可能
	   1月　第1火曜日〜　→　  6月までの予約が可能

　町民会館にはエレベーターが設置してあります。ご利用の方は、1階玄関よりお入りください。
なお、1階玄関は防犯上施錠していますので、玄関横のインターホンを押してください。

▲ 1階玄関 ▲�こちらのインターホンを
押してください

●お問い合わせ
　生涯学習課　社会教育担当　☎22−5361

☆ 4月からの予約受付期間☆ 4月からの予約受付期間

町民会館の
「予約受付期間」を変更します
町民会館の
「予約受付期間」を変更します

年に4回、5か月先まで
まとめて予約することが
できます！

4 月から予約可能になる期間
4 月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

予約可 → → → → →

予約可 → → → → →

予約可 → → → → →

予約可 → → → → →

予約可能になる期間

正
面

1 階玄関
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成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

　
今
年
度
末
ま
で
に
、65
歳
、70
歳
、

75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、

1
0
0
歳
に
な
ら
れ
る
方
に
、
成
人

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の「
接
種
券・

予
診
票
」（
紫
色
の
紙
）を
昨
年
4
月

に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
対
象
の
方

は
、
公
費
助
成
（
4
，0
0
0
円
）
が

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
ま
だ
接
種
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
有
効
期
限
の

3
月
31
日
ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
健
康
増
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

春
の
「
き
こ
え
」
と

「
こ
と
ば
」
の
相
談
会

◇
日
時　
3
月
11
日
（
日
）、
12
日

（
月
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◇
場
所　
県
立
ろ
う
学
校

◇
対
象　
0
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

◇
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
ま
た
は

F
A
X
で
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
締
め
切
り

　
3
月
6
日
（
火
）
午
後
3
時

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　
☎
0
5
5
3
―
22
―
1
3
7
8

　
℻
0
5
5
3
―
22
―
6
4
1
9

春
の
E
y
e
愛
ひ
と
み
の

相
談
会

◇
日
時　
3
月
3
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
3
時

※
1
件
に
つ
き
約
1
時
間
の
相
談

◇
場
所　
県
立
盲
学
校

◇
申
込
方
法　
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◇
受
付
時
間　
平
日
午
前
9
時
〜
午

後
3
時

◇
締
め
切
り　
3
月
1
日
（
木
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
立
盲
学
校

　
☎
0
5
5
―
2
2
6
―
3
3
6
1

伐
採
し
た
木
を
差
し
上
げ
ま
す

　
県
峡
南
建
設
事
務
所
で
は
、
河
川

の
流
れ
を
阻
害
す
る
樹
木
の
伐
採
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
無
料
で
伐
木
材
を
配
布

し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
商
業
目
的
の
方
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

◇
期
間　
3
月
5
日
（
月
）
午
前
10

時
〜
3
月
9
日（
金
）午
前
11
時（
予

定
）

※
木
が
な
く
な
り
次
第
終
了

◇
配
布
場
所
（
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で

量
が
異
な
り
ま
す
）

・
小
室
【
戸
川
河
川
敷
（
八
丁
橋
上

流
右
岸
）】

・
身
延
町
手
打
沢
【
手
打
沢
河
川
敷

（
打
越
橋
上
流
左
岸
）】

◇
条
件
な
ど

・
一
軒　
軽
ト
ラ
ッ
ク
2
台
分
ま
で

・
持
ち
出
し
の
際
の
連
絡
は
不
要

・
積
み
込
み
運
搬
は
事
故
、
ケ
ガ
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
事
故
、
ケ
ガ
に
つ
い
て
は
個
人
で

の
対
応
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
峡
南
建
設
事
務
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
県
峡
南
建
設
事
務
所　
河
川
砂
防

管
理
課　
管
理
担
当

　
☎
0
5
5
―
2
4
0
―
4
1
2
2

お知らせ

Information

12
月
利
用
分

　
町
で
は
、
ゴ
ミ
が
出
な
い
イ
ベ
ン

ト
を
目
指
し
、
洗
浄
し
て
何
度
で
も

使
え
る
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
利
用
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

使用日 使用イベント名 全体注文数
（箸・スプーン含む）

リユース食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

スギ本数
（本）

12/1 町社会福祉協議会
第8回ふじかわふれあいクリスマスパーティー 400 400 30.80 2.2

12/2 増穂南小学校　ゆずっ子文化祭 200 200 15.40 1.1
12/3 ゆずの里「絶景ラン＆ウォーク大会」 850 400 30.80 2.2
〃 ゆずの里「絶景ラン＆ウォーク大会」　交流会 550 350 26.95 1.9
12/9 たんぽぽ子どもの家　父母の会餅つき会 160 160 12.32 0.9
12/16 NPO法人富士川・夢・未来　酒の会 220 150 11.55 0.8
12/18 鰍沢剣道スポーツ少年団納会・クリスマス会 115 75 5.78 0.4

合計 2,495 1,735 133.60 10

リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認
定
N
P
O
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う
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県道 42 号線

町
長
選
挙
・
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
お
知
ら
せ

大
法
師
さ
く
ら
祭
り

3
月
29
日（
木
）〜

　
　
　
　

4
月
8
日（
日
）

開
催
決
定
!!

　
催
し
な
ど
の
詳
細
は
、
次
号
広
報

ふ
じ
か
わ
4
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
開
催
期
間
は
、
桜
の
開
花
状
況

な
ど
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

　
さ
く
ら
祭
り
期
間
中
、
観
光
客
の

ガ
イ
ド
（
案
内
）
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
行
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

ま
す
。
電
話
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
希
望
の
日
時
の
み
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
16
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
資

格
・
要
件
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。

◇
応
募
締
切　
3
月
9
日
（
金
）

●
ご
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
法
師
さ
く
ら
祭
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
産
業
振
興
課　
観
光
振
興

担
当
）

　
☎
22
―
7
2
0
2

★
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
観
光
案
内
」
→
「
祭
り
・
イ
ベ
ン

ト
」
→
「
大
法
師
さ
く
ら
祭
り
」

■
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　
さ
く
ら
祭
り
期
間
中
、
大
法
師
公

園
へ
の
道
路
が
一
方
通
行
に
な
り
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
特
に
ご

迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま

す
。

■
説
　
明
　
会

◇
開
催
日　
3
月
19
日
（
月
）

◇
場
所　
役
場
1
階
会
議
室

◇
時
間

【
町
長
選
挙
】

　
午
後
1
時
30
分
〜

【
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
】

　
午
後
3
時
〜

※
説
明
会
は
、
3
人
ま
で
出
席
可
能

で
す
。

■
選
挙
日
程
な
ど

◇
告
示
日　
4
月
10
日
（
火
）

◇
投
・
開
票
日　
4
月
15
日
（
日
）

◇
投
票
時
間

　
午
前
7
時
〜
午
後
8
時

◇
住
所
要
件　
平
成
30
年
1
月
9
日

以
前
か
ら
富
士
川
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
住
所
の

あ
る
方
。
ま
た
は
、
同
日
以
前
に
転

入
手
続
き
を
さ
れ
た
方
。

◇
年
齢
要
件　
平
成
12
年
4
月
16
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

◇
投
票
区
・
投
票
所　
町
内
18
か
所

※
投
票
所
の
詳
細
は
、
次
号
広
報
ふ

じ
か
わ
4
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
期
日
前
投
票
お
よ
び
不
在
者
投
票

〈
期
間
〉

　
4
月
11
日
（
水
）
〜
14
日
（
土
）

〈
時
間
〉

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

〈
場
所
〉

　
役
場
南
別
館
（
本
庁
舎
南
側
）

　
役
場
分
庁
舎

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
選
挙
管
理
委
員
会（
財
務
課
内
）

　
☎
22
―
7
2
0
1

町
長
選
挙
・
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
お
知
ら
せ

第
10
投
票
所（
髙
下
文
化
セ
ン

タ
ー
）
が
閉
鎖
し
ま
す

　
今
回
の
町
長
選
挙
お
よ
び
町
議

会
議
員
一
般
選
挙
か
ら
第
10
投
票

所
（
髙
下
文
化
セ
ン
タ
ー
）
が
閉

鎖
と
な
り
ま
す
。

　
上
髙
下
・
下
髙
下
地
区
の
皆
さ

ん
の
投
票
所
は
、第
9
投
票
所（
ゆ

ず
の
里
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く

だ
さ
い
。
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時
折
『
内
助
の
功
』
と
い
う
言
葉

を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
こ

の
度
受
賞
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に

妻
の〝
内
助
の
功
〟に
よ
る
も
の
だ
」

と
い
う
よ
う
に
、
陰
な
が
ら
援
助
す

る
身
内
の
功
績
、
特
に
、
夫
の
活
躍

を
支
え
る
妻
の
働
き
に
つ
い
て
を

『
内
助
の
功
』と
い
い
ま
す
。
縁
の
下

の
力
持
ち
的
な
存
在
で
、
表
立
た
な

い
女
性
に
与
え
ら
れ
る
言
葉
で
す
。

　
こ
の
言
葉
の
由
来
は
、
武
将
・
山

内
一
豊
の
妻
が
、
夫
・
一
豊
の
た
め

に
嫁
入
り
の
持
参
金
で
高
価
な
馬
を

購
入
し
た
こ
と
が
織
田
信
長
の
目
に

と
ま
り
、
出
世
を
助
け
た
と
い
う
逸

話
か
ら
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
家
の
中
に
い
て
、
外
で
働
く
夫
を

陰
で
支
え
、
家
族
を
守
っ
て
こ
ら
れ

た
方
は
、
一
昔
前
ま
で
は
多
く
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
代

で
は
こ
の
よ
う
な
生
き
方
は
難
し

く
、
ま
た
女
性
自
身
の
考
え
方
も
変

わ
っ
て
き
て
い
る
昨
今
で
す
。

　
夫
の
収
入
だ
け
で
は
家
計
の
や
り

く
り
が
大
変
に
な
っ
て
き
た
こ
と
や

働
き
手
と
し
て
女
性
の
力
が
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性

自
身
も
家
で
内
助
の
功
を
尽
く
す
よ

り
は
、
外
に
出
た
い
（
働
き
た
い
）

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
、

共
働
き
が
増
え
て
き
た
要
因
の
一
つ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

共
働
き
で
フ
ル
タ
イ
ム
だ
が

「
家
事
は
妻
」
が
6
割
超
！

　
夫
婦
が
同
じ
よ
う
に
フ
ル
タ
イ
ム

で
働
い
て
い
て
も
、
家
事
は
依
然
と

し
て
妻
に
偏
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
主
な
原
因
は
、
家
事
は
女
性
の

役
割
だ
と
い
う
価
値
観
が
依
然
と
し

て
残
っ
て
い
る
こ
と
や
、
男
性
の
長

時
間
労
働
、
仕
事
内
容
な
ど
に
よ
り

ど
う
し
て
も
女
性
が
家
事
を
担
う
こ

と
が
多
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
家
事
を
分
担
し
て
い

る
若
い
夫
婦
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
各
家
庭
の
や
り
方
、
考
え
方
は
あ

り
ま
す
が
、
女
性
が
家
事
を
す
る
の

が
当
た
り
前
で
は
な
く
、
夫
婦
が
互

い
の
立
場
を
分
か
り
合
い
、
助
け

合
っ
て
い
け
れ
ば
『
内
助
の
功
』
は

生
き
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

水
切
り
の
工
夫

・
野
菜
は
洗
う
前
に
皮
む
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
、
排
水
口
に

セ
ッ
ト
で
き
る
水
切
り
ネ
ッ
ト
を
使

い
ま
し
ょ
う
。

　
捨
て
る
前
に
手
で
ぎ
ゅ
ー
っ
と
ひ

と
し
ぼ
り
す
る
だ
け
で
、
多
く
の
水

気
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
素

手
で
し
ぼ
る
の
に
抵
抗
が
あ
る
方

は
、
ほ
か
に
も
方
法
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
三
角
コ
ー
ナ
ー
を
傾
け
た
状
態
で

し
ば
ら
く
置
い
て
お
く
だ
け
で
、
水

分
が
切
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
レ
ジ
袋
の
中
に
生
ご
み
を
入
れ
、

片
方
の
角
を
切
り
取
り
、
切
り
口
を

下
に
し
て
し
ぼ
り
ま
す
。（
写
真
①
）

・
不
要
に
な
っ
た
C
D
の
穴
に
水
切

り
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、
C
D
で
押
し

て
し
ぼ
り
ま
す
。（
写
真
②
）

　
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
が
ご
み
の
減

量
や
燃
料
費
の
削
減
な
ど
に
大
き
く

つ
な
が
り
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
水
切
り

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
約
80
％

は
「
水
分
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
分
を
多
く
含
ん
だ
生
ご
み
は
、

雑
菌
の
繁
殖
に
よ
り
、
強
い
悪
臭
を

放
ち
ま
す
。
ま
た
、
焼
却
時
間
が
長

く
な
り
、
燃
料
費
な
ど
の
処
理
経
費

が
高
く
な
っ
た
り
、
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
が
増
え
た
り
す
る
な
ど
、
地

球
温
暖
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
ご
み
の
減
量
に

つ
な
が
る
生
ご
み
の
水
切
り
の
方
法

を
紹
介
し
ま
す
。

環境担当です
こんにちは！

“内助の功”も大事 !?

富士川町
男女共同参画推進委員会

町民生活課　生活環境担当　☎22−7209
Vol.17

水
切
り
ひ
と
つ
で

ご
み
の
減
量
に
！

生
ご
み
に
は
多
く
の
水
分
が

含
ま
れ
て
い
ま
す

捨
て
る
前
に

〝
ぎ
ゅ
ー
っ
〟
と
　
ひ
と
し
ぼ
り

使
用
済
家
電
を

〝
無
料
〟で
収
集
し
て
い
ま
す
！

【
収
集
品
目
】

・「
パ
ソ
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ

ン
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
・

乾
燥
機
」
以
外
の
使
用
済
家
電

・
使
用
済
小
型
家
電

【
収
集
場
所
】

・
ふ
じ
か
わ
協
業
組
合

　
☎
22
―
8
0
8
2

【
収
集
時
間
】

・
火
曜
日
、
金
曜
日

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時

・
第
3
日
曜
日

午
前
8
時
30
分
〜
11
時

▲手を汚さず水分が切れ、そのまま
捨てられます（写真①）

▲力を入れずにしぼれます（写真②）
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今
回
は
、「
地
域
連
携・医
療
相
談

室
」の
役
割
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
地
域
連
携
・
医
療
相
談
室
は
、
地

域
の
医
療
機
関
や
さ
ま
ざ
ま
な
保

険
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
窓
口

と
し
て
、
患
者
さ
ん
に
切
れ
目
の
な

い
医
療
・
看
護
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
る
よ
う
支
援
・
調
整
を
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
院
で
は
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
2
人
、
看
護
師
1
人
、
事

務
員
1
人
の
計
4
人
の
ス
タ
ッ
フ
が

い
ま
す
。

【
業
務
内
容
】

・
紹
介
患
者
の
診
察
、
検
査
予
約

・
他
医
療
機
関
の
外
来
受
診
予
約

・�
医
療
機
関
、
地
域
の
関
係
機
関
と

の
連
絡
調
整

・�

在
宅
療
養
、
リ
ハ
ビ
リ
目
的
の
転

院
、
施
設
入
所
な
ど
の
退
院
支
援

・�

介
護
保
険
、
福
祉
制
度
に
関
す
る

相
談
や
精
神
保
健
福
祉
相
談

・�

医
療
費
の
支
払
い
や
経
済
的
な
相

談
・�

療
養
生
活
に
伴
う
仕
事
、
家
事
、

育
児
、
介
護
、
教
育
な
ど
の
相
談

・
社
会
復
帰
に
関
す
る
相
談

・�

そ
の
ほ
か
、
誰
に
相
談
す
れ
ば
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
不
安
や
悩
み

な
ど
の
相
談

　

患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
の
方
は

「
患
者
」で
あ
る
と
と
も
に「
地
域
で

暮
ら
し
て
い
る
人
」
で
す
。
病
気
の

治
療
が
終
わ
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
戻
り
ま
す
。
完
治
す
る
こ
と
で
発

病
前
の
身
体
、
精
神
、
生
活
状
態
に

戻
れ
れ
ば
大
き
な
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
何
か
し
ら
の
変
化
が
生
じ
た

と
き
は
、
発
生
し
た
問
題
を
解
決
・

軽
減
し
て
い
か
な
け
れ
ば
入
院
前
の

生
活
に
戻
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
連
携
・
医
療
相
談
室
は
、
不

安
な
く
地
域
で
生
活
で
き
、
安
心
し

て
療
養
に
専
念
で
き
る
よ
う
患
者
さ

ん
や
ご
家
族
の
生
活
の
質
を
第
一
に

考
え
、
多
種
多
様
な
問
題
解
決
の
た

め
に
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
き
ま
す
。

　
お
気
軽
に
何
で
も
相
談
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
富
士
川
病
院　
地
域
連
携
・
医
療

相
談
室

　
☎
22
―
8
2
0
1

今月は富士川病院
地域連携・医療相談室
看護師長　市川紀代美
が担当です

ふ
じ
か
わ
文
芸

【
短　

歌
】

ル
ノ
ワ
ー
ル
の
「
レ
ー
ス
の
帽
子
の
少
女
」
に
飽
か
ず
佇
ち
を
り

娘
ら
と
共
に	

堀
之
内
と
し
子

隣と
な
り

屋や

を
と
り
崩
し
た
る
こ
の
冬
は
日
当
り
の
良
き
吾
が
家
と
な
り
ぬ

	

保
坂　

公
恵

子
が
搗
き
て
手
返
し
す
る
孫
手
際
よ
し
手
伝
ふ
吾
も
今
日
は
現
役

	

矢
崎　

美
代

【
俳　

句
】

凍
空
を
昼
月
ひ
く
く
渡
る
か
な	

樋
口　

易
子

爪
先
を
打
ち
て
寒
さ
の
こ
と
さ
ら
に	

内
藤
浜
二
郎

絵
馬
堂
の
絵
馬
か
さ
な
つ
て
冬
の
蠅	

矢
崎　

節
子

【
川　

柳
】

こ
じ
れ
て
る
話
へ
お
茶
を
入
れ
替
え
る	

鮎
川　

弘
子

赤
飯
の
小
豆
が
煮
え
る
め
で
た
い
日	

志
村　

隆
子

み
ん
な
脱
ぎ
私
に
似
合
う
春
を
待
つ	

大
森　

征
子

医師 看護師

地域連携・
医療相談室

患者さんや家族

健
康
い
き
い
き
情
報

〜
「
地
域
連
携
・
医
療
相
談
室
」
っ
て

何
を
す
る
と
こ
ろ
？
〜住

み
慣
れ
た
地
域
・
自
宅
で

自
分
ら
し
く
生
活
す
る
た
め
に

連携

連携 連携

病
状
説
明
・
治
療

ケ
ア
・
退
院
指
導

退
院
支
援
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1
月
24
日
〜
30
日
は
、
全
国
学
校

給
食
週
間
で
す
。

　
学
校
給
食
は
、
明
治
時
代
、
山
形

県
鶴
岡
市
で
昼
食
を
持
参
で
き
な
い

子
ど
も
た
ち
に
、
お
に
ぎ
り
と
漬
物

を
用
意
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
、

そ
の
後
徐
々
に
全
国
に
広
ま
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
で
は
、
給
食
週
間
に
合
わ

せ
、
給
食
の
歴
史
や
食
文
化
を
栄
養

士
や
調
理
員
と
の
交
流
を
通
じ
て
、

学
校
給
食
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

◇
増
穂
小
学
校

【
給
食
ビ
デ
オ
集
会
】

　
増
穂
小
学
校
で
は
、「
学
校
給
食
の

歴
史
を
知
ろ
う
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、

給
食
委
員
会
の
子
ど
も
た
ち
が
、「
学

校
給
食
は
、
明
治
22
年
に
お
弁
当
を

持
っ
て
こ
ら
れ
な
い
子
ど
も
の
た
め

に
簡
単
な
食
事
を
提
供
し
た
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
こ
と
」「
戦
争
の
た
め
に

中
止
さ
れ
た
が
、
戦
後
再
開
さ
れ
た

こ
と
」「
当
時
の
給
食
は
、品
数
も
少

な
く
寂
し
い
献
立
だ
っ
た
こ
と
」
な

ど
を
写
真
や
ク
イ
ズ
を
交
え
て
伝
え

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
今
は
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
給
食
が
当
た
り
前

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
け
ど
昔
は
、

魚
に
漬
物
と
い
う
質
素
な
も
の
だ
っ

た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
」「
昔
は
と
て

も
大
変
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
昔
の
人
に
お
米
を
届
け
た
い
く

ら
い
で
す
」「
こ
れ
か
ら
も
食
べ
物
の

命
や
調
理
員
さ
ん
な
ど
に
感
謝
し
な

が
ら
、
残
さ
ず
給
食
を
食
べ
た
い
と

思
い
ま
す
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
育
ち
ざ
か
り
の
子
ど
も
た
ち
に
少

し
で
も
栄
養
の
あ
る
食
事
を
提
供
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
の

が
学
校
給
食
で
す
。
あ
ら
た
め
て
そ

の
意
義
や
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

◇
鰍
沢
小
・
中
学
校

【
昔
の
給
食
】

　
鰍
沢
小
・
中
学
校
で
は
、
今
年
の

給
食
週
間
の
献
立
テ
ー
マ
を
『
昔
の

給
食
』
と
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
家
が
貧
し
く
お
弁
当
を

持
っ
て
こ
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
に

提
供
さ
れ
た
、
明
治
22
年
の
山
形
県

の
給
食（
お
に
ぎ
り
、鮭
の
塩
焼
き
、

漬
物
）
を
再
現
し
ま
し
た
。
給
食
室

で
一
つ
ひ
と
つ
調
理
員
さ
ん
が
お
に

ぎ
り
を
握
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、「
お
に
ぎ
り
が
お
い
し
か
っ
た
」

「
ま
た
お
に
ぎ
り
に
し
て
ね
」と
大
喜

び
で
し
た
。

　
ほ
か
の
日
に
は
、
大
き
な
コ
ッ
ペ

パ
ン
、
ク
ジ
ラ
の
竜
田
揚
げ
、
ソ
フ

ト
麺
な
ど
、
昔
よ
く
給
食
に
出
て
い

た
献
立
を
計
画
し
、
現
在
の
給
食
と

昔
の
給
食
の
移
り
変
わ
り
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も『
感
謝
の
心
』『
あ
り

が
と
う
』
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

◇
増
穂
中
学
校

【
給
食
試
食
会
】

　

増
穂
中
学
校
で
は
、
1
月
22
日

（
月
）に
町
関
係
者
、P
T
A
役
員
、

3
年
生
の
保
護
者
の
方
が
集
ま
り
、

給
食
試
食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
関
係
者
と
P
T
A
役

員
の
お
客
様
を
教
室
ま
で
案
内
し
た

り
、
各
ク
ラ
ス
個
性
豊
か
に
接
待
し

ま
し
た
。
3
年
生
の
保
護
者
の
方
に

は
給
食
の
試
食
後
、
給
食
室
の
様
子

や
朝
食
に
つ
い
て
話
を
し
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
大
塚

人
参
ご
飯
が
お
い
し
か
っ
た
」「
バ
ラ

ン
ス
が
良
く
お
い
し
い
」「
家
で
も

作
っ
て
み
た
い
」「
給
食
を
作
っ
て
い

る
様
子
が
わ
か
り
、良
か
っ
た
」「
朝

食
の
大
切
さ
が
あ
ら
た
め
て
わ
か
っ

た
」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

教育委員会
☎22−5361

学校号

いただ
きます！

全
国
学
校
給
食
週
間

各
学
校
の

取
り
組
み
を
ご
紹
介
！

▲給食試食会の様子（増穂中）

▲クイズに答える子どもたち（増穂小）
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各地で鬼は外！福は内！

食べ残しは「もったいない」

　2月 1日（木）〜
3日（土）の間、町
内各地で節分の豆ま
きが行われました。
保育所では、職員が
扮した鬼に泣き出す
園児もいましたが、
「鬼は外！」と大きな
声で元気よく豆をま
きました。
　また、昌福寺では、
年男や年女などの参
加者が「福は内」の
掛け声とともに豆を
まき、無病息災を願
いました。

　1月 29日（月）、
第 5 保育所におい
て、食品ロスの削減
のため、町職員によ
る環境学習が行われ
ました。園児らは、
食べ残しや食料品の
買いすぎなど、食べ
物の「もったいない」
を題材にしたクイズ
に答えながら、楽し
く学び、食べ残しを
しないことなどを約
束しました。

口腔衛生推進優良学校を受賞

おもてなしのやまなし知事表彰を受賞

　2月 1日（木）、県学校保健大会において、増穂南小
学校が口腔衛生推進優良校として表彰されました。こ
れは、子どものむし歯の治療率が 100 ％であることや
口腔衛生活動を積極的に推進していることが評価され
たものです。

　まほらの郷鷹座巣小林八幡太鼓の皆さんが「平成 29
年度おもてなしのやまなし知事表彰」を受賞しました。
これは、優れたおもてなしを実践している県民を表彰
するもので、多年にわたり伝統ある太鼓を地域の子ど
もたちに伝え、外部に地域の魅力を発信している活動
が認められたものです。

▲第 4保育所

▲昌福寺

第2回 クラフトフェスタ in Kyonan 開催！
峡南地域で活躍中のクラフト作家や伝統工芸作家の作品展示会と体験教室を開催します。

【日　　時】	 3月3日（土）　午前10時〜午後4時
【場　　所】	 中部保育所、中部体育館、高齢者ふれあいセンター
【入 場 料】	 無料　※スリッパをご持参ください。
【作品展示】	 �創作和紙、陶磁・陶芸、象牙彫刻、木彫刻、硯、ガラス工芸、団扇・扇子、貴石彫刻、家具

木工、手彫印章、木工、革細工
【体験教室】	 硯、象牙、シルバーアクセサリー、甲州手彫印章、革細工、ガラス工芸、バルーンアート
	 ※体験教室の一部で、料金がかかる場合があります。
【特別上演】	 鰍沢ばやし、よさこい、書道パフォーマンなど

●お問い合わせ　政策秘書課　企画推進担当　☎22－7216
　　　　　　　　県立大学地域戦略総合センター　☎055－225－5412
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【
募
集
情
報
】

ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
文
化
ホ
ー
ル
自
主
文
化
事
業
を
お

手
伝
い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
運
営
に
興
味
の
あ
る
方
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
活
動
内
容

①
イ
ベ
ン
ト
活
動

　
自
主
公
演
の
入
場
券
の
も
ぎ
り
、

案
内
、
舞
台
補
助
な
ど

②
平
日
サ
ポ
ー
ト
活
動

　
平
日
の
文
化
ホ
ー
ル
で
の
簡
単
な

業
務
補
助

◇
条
件　
町
内
お
よ
び
周
辺
地
域
在

住
の
20
歳
以
上
の
方
（
経
験
不
問
）

◇
期
間　
平
成
31
年
3
月
ま
で

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
き
、
無

報
酬
で
す
。

※
登
録
者
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

保
険
に
加
入
し
ま
す
。

（
保
険
料
は
、文
化
ホ
ー
ル
で
負
担
し

ま
す
。）

ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
運
営
委
員
会

平
成
30
・
31
年
度
運
営
委
員
募
集

　
一
般
社
団
法
人
ふ
じ
か
わ
で
は
、

ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
が
行
う
自
主
文

化
事
業
や
管
理
運
営
な
ど
に
つ
い
て

ご
審
議
い
た
だ
く
機
関
と
し
て
「
ま

す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
運
営
委
員
会
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
委
員
の
改
選
に
あ
た

り
、
事
務
局
と
と
も
に
運
営
を
支
え

て
い
た
だ
け
る
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
す
ば
ら
し
い
、
そ
し
て

建
設
的
で
自
主
的
な
ご
意
見
を
も
っ

て
、
運
営
委
員
会
に
参
画
し
ま
せ
ん

か
。

◇
募
集
内
容

　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
運
営
委
員

◇
募
集
期
間

　
2
月
27
日（
火
）〜
3
月
25
日（
日
）

◇
募
集
人
員

・
一
般　
4
人

・
文
化
ホ
ー
ル
友
の
会　
2
人

◇
応
募
資
格

・
一
般　
町
内
在
住
の
方

・
文
化
ホ
ー
ル
友
の
会　
平
成
29
年

度
文
化
ホ
ー
ル
友
の
会
会
員
の
方

◇
任
期

　
2
年
（
4
月
〜
平
成
32
年
3
月
）

◇
運
営
委
員
会
開
催
予
定

　
年
3
回
程
度

◇
応
募
方
法

　
文
化
ホ
ー
ル
事
務
局
に
あ
る
申
請

書
と
小
論
文
を
、
郵
送
ま
た
は
直
接

事
務
局
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

（
小
論
文
は
、志
望
の
動
機
、事
業
へ

の
参
加
意
欲
、
提
案
す
る
こ
と
な
ど

を
4
0
0
字
程
度
で
ま
と
め
て
く
だ

さ
い
）

◇
選
考
方
法

　
書
類
（
小
論
文
）
審
査

●
ご
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ

　
〒
4
0
0
―
0
5
0
3

　
天
神
中
條
8
2
0
―
1

　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
事
務
局

　
☎
22
―
8
8
1
1

【
貸
館
の
お
知
ら
せ
】

平
成
30
年
8
月
分
の
貸
館
受
付

◇
開
始
日　
3
月
1
日
（
木
）
午
前

9
時
30
分
に
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。

　
以
降
は
、
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

朗
読
の
会
す
ず
ら
ん
・
小
中
学
生

「
読
書
に
親
し
む
」
朗
読
発
表
会

　
教
育
委
員
会
と
文
化
協
会
所
属
朗

読
の
会
す
ず
ら
ん
の
皆
さ
ん
が
企

画
・
制
作
し
て
、
町
内
の
小
中
学
生

と
一
緒
に
朗
読
発
表
を
行
い
ま
す
。

◇
開
催
日　
3
月
3
日
（
土
）

◇
開
演
時
間　
午
後
1
時
30
分

◇
会
場　
1
階
ロ
ビ
ー

◇
観
覧
料　
無
料

◇
主
管　
朗
読
の
会
す
ず
ら
ん

◇
共
催　
教
育
委
員
会
、
ま
す
ほ
文

化
ホ
ー
ル

●
お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

【
講
座
情
報
】

舞
台
技
術
入
門
講
座

　
本
格
的
な
施
設
機
器
を
備
え
る
文

化
ホ
ー
ル
の
構
造
・
機
能
・
操
作
の

基
礎
を
学
び
、
舞
台
技
術
に
関
す
る

知
識
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

◇
開
催
日　
3
月
11
日
（
日
）

◇
開
催
時
間　
午
後
1
時
〜
4
時

◇
指
導
者　
（
有
）ア
ク
ト
ワ
ン
技
術

ス
タ
ッ
フ

◇
対
象
者　
町
内
お
よ
び
周
辺
地
域

在
住
の
中
学
生
以
上
で
、
文
化
ホ
ー

ル
の
施
設
・
設
備
機
器
、
舞
台
技
術

に
興
味
の
あ
る
方

◇
参
加
料　
5
0
0
円
（
中
学
生
無

料
）
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富士川町ますほ文化ホール
☎ 22−8811　FAX 22−8815
Mail  info@fbkh.jp

ますほ文化ホール

NEWS
ますほ文化ホール

「スタインウェイ」を
弾こう♪

　ピアノの最高峰スタインウェイ
を弾いてみませんか。
◇利用料　30分 1,080 円
◇対　象　�小学生以上（小学生は

保護者の同伴が必要で
す）

※事前の申し込みが
　必要です。
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蔵書点検（休館）

税金は納期限内に納めましょう !!
町税・国民健康保険税の滞納処分の状況をお知らせします
〜 1月は、捜索・公売・タイヤロックを実施しました！〜
滞納処分等の件数　【期間：H29.4.1〜H30.1.31】� ［単位：件 ※（　）内は1月増加分］

財産差押　計160（＋18）
捜索 公売 タイヤロック

預貯金 保険・共済 その他
130（＋11） 22（＋7） 8（0） 5（＋1） 5（＋1） 5（＋5）

蔵書点検（休館）
3月 1日（木）〜7日（水）

大変ご迷惑をおかけしますが、
　　　　よろしくお願いします。

休館中は返却のみ受け付けます。

◆3月のホームゲーム（山梨中銀スタジアム・小瀬）
【J2リーグ】
・  3日（土）　14：00　VS　東京ヴェルディ
・21日（水祝）　14：00　VS　徳島ヴォルティス
【ルヴァンカップ】
・  7日（水）　19：00　VS　北海道コンサドーレ札幌
・14日（水）　19：00　VS　清水エスパルス

　ヴァンフォーレ甲府では、シーズンシート会
員および協力会員を募集しています。また、今
シーズンより、DAZN年間視聴パス付きシーズ
ンシートも販売！申込書記入による入会のほ
か、オフィシャルホームページ、ローソン・ミ

ニストップ店舗内のLoppiからも入会することができます。

●お申し込み・お問い合わせ
　㈱ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブ
　☎055−254−6867

2018 開幕！

スタジアムで応援しよう！スタジアムで応援しよう！

戸籍の窓
自 1月 1日　至 1月 31 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	小　　　林	 堀内　颯真	（そうま）	 男	 貴　人
	天 神 中 條	 長澤　凛利	（りんと）	 男	 洋　利
	𣇃　　　米	 小池　朔弥	（さくや）	 男	 祐　希
	長　　　 	 塩 　彩華	（いちか）	 女	 勇　樹
	 〃	 平山　紫梛	（しゅな）	 女	 慎　人

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	天 神 中 條	 松木　貴洋	 愛　実	
	𣇃　　　米	 小野　有基	 春　菜	 （ 上 野 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	最　勝　寺	 大塩　昭夫	 85	 高　　志
	 〃	 秋山　和美	 89	 上川幸友
	長　　　 	 小池　春美	 82	 剛
	 〃	 大堀もとゑ	 84	 次　　雄
	大　　　椚	 井上　清一	 95	 紀　　孝
	 〃	 赤池　道夫	 69	 珠　　美
	青　柳　町	 深 　良惠	 82	 松 太 郎
	 〃	 仙洞田　勇	 85	 富 美 子
	 〃	 石川　綾子	 88	 浩　　一
	 〃	 深澤　光江	 86	
	平　　　林	 深沢　 子	 88	 毅　　彦
	 〃	 寺井　史枝	 77	 政　　敏
	鰍　沢　中	 深 は 子	 106	 勝　　彦
	 〃	 海野　文子	 82	 利　　彦
	鰍　沢　南	 芦 　嘉雄	 90	 靖　　司
	 〃	 島田　益弥	 82	 晃　　一
	 〃	 依田　きん	 98	 河西妙子

ひとのうごき（ 2月 1日現在）

人　口	 15,453 人	 （−   9）
　男	 7,533 人	 （＋   1）
　女	 7,920 人	 （− 10）
世帯数	 6,311 戸	 （−   3）	 ※ (　) 内は対前月比
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4 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

詳し
くは
こち
ら

富士川町　アイドル

神田　琉
りゅう
成
せい

くん
（平成 28年 4月・鰍沢北）
父　豊さん・母　みゆきさん

深沢　夏
なつ
壱
いち

くん
（平成 26年 6月・大椚）
父　裕也さん・母　羊子さん

神田　悠
ゆう
斗
と

くん
（平成 26年 2月・鰍沢北）
父　豊さん・母　みゆきさん

　やんちゃでマイペースな琉
成！これからもにぃにと一緒
にたくさん遊んで成長を見せ
てね♡

　恐竜、妖怪、からあげ大好
き！ジャンプ、かけっこ、側
転得意！いっぱい食べて遊ん
で成長してね。

　わんぱくだけどとっても優
しいゆうと！優しさを忘れず
に元気に大きくなってね♡

石井　咲
えみ

花
か

ちゃん　6歳（青柳町）

2 人とも産まれてきてくれてありがとう

　

ど
ん
ど
焼や

き
の
や
ぐ
ら
で
見
た
ダ
ル
マ

を
作つ
く

り
ま
し
た
。

　

顔か
お

を
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ら
な
い
で
、
赤あ
か

く
塗ぬ

る
の
が
難
む
ず
か

し
か
っ
た
け
ど
、
が
ん
ば
り
ま
し
た
☆

♪だる
まさんころりん♪
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